



高畑　彩友美*, 小谷　清子*, 田中　秀央**,***, 中西　寛子***,
末廣　恭雄***, 林　章司***, 東　あかね*
Utilization of the Nutrition Labelling and 
Food Selection in a University Cafeteria
Sayumi TAKAHATA*, Kiyoko ODANI*, Hideo TANAKA**,***, Hiroko NAKANISHI***,
  Yasuo SUEHIRO***, Syouji HAYASHI*** and Akane HIGASHI*
要　旨：学生食堂利用による健康増進をめざし， 大学生協食堂を利用する学部学生 102 
人（平均年齢 19.8 ± l.3 歳）を対象に無記名自記式質問票による調査を行い， レシートの
栄養表示の活用と主食・主菜・副菜のそろった食事（以下， バランス食）の選択を男女
別に明らかにした。レシートを毎回見ているのは， 男女共に約 80％であり，注目する項
目は，価格が女子 79.7％に対し，男子 96.4％と有意 (p ＝ 0.030) に高く，エネルギーが男
子 39.3% に対し，女子 60.8％と高い傾向にあった。バランス食を毎回選択するのは女子
27.0％に対し， 男子 46.4％と高い傾向にあった。レシートを毎回見る男子は，バランス食
を毎回選択する割合が見ない人よりも有意 (p=0.034) に高かったが， 女子ではレシートを
見る頻度とバランス食の選択との間に関連を認めなかった。男女の特性に応じて， バラン
スの良い食事選択の支援が必要である。






































2017 年 10 月，大学生協食堂の 1 日の利用者約 500 人
の 1 割にあたる 50 人を対象に 4 日間調査を実施した。4
日間の調査票の配布数（対象者数）は 206 人であった。


















回，2 回に 1 回，4 ～ 5 回に 1 回，全く見ない）の 4 択
とした。レシートを見る頻度とバランス食選択の関連を
検討する際には，「毎回」見ると回答した人を“毎回群” 
,「2 回に 1 回，5 回に 1 回，全く見ない」と回答した人
を “毎回未満群”の 2 区分に統合した。
3) 注目する記載情報
「レシート表示のうち，普段見ているもの全てに◯を
付けて下さい」と問い，価格（円），赤 · 緑・黄の 3 色
食品群の点数（点），エネルギー (kcal)，野菜量 (g)，


























このうち学部生 102 人 (82.3%），男子 28 人 (27.5%) 女




男子 96.4%，女子 79.7％と男子で有意に (p ＝ 0.030）高





ても役立っている」が 25.0％と女子の約 5 倍，「全く役
立っていない」が 10.7％と女子の 2 倍以上と共に高かっ 
た。しかし「とても役立っている」と「役立っている」
を合わせると男子 50％に対して，女子 72％と女子で有
意に (p ＝ 0.001) 高かった。
食堂利用時の主食・主菜・副菜が揃う食事選択の割合



























































平成 27 年国民健康・栄養調査 10) によれば，20 歳代
で主食・主菜・副菜が揃った食事が 1 日 2 回以上である
日が「ほとんど毎日」の割合は男性 39.1％に対して，女
性 38.4％とやや低い。また，副菜を食べられないとし
たのは，男性 83.9％に対して女性 86.9％と女性で高い。 
その結果，20 歳代女性のたんぱく質，カルシウム，食





















に限られること，10 月の 4 日間の食堂利用者の 1 割だ
けを対象としたこと，調査対象大学の学生の男女比を反
映して，男子の回答者数が少ないことである。学生生活















































本研究の一部は，2019 年 3 月，第 17 回日本栄養改善
学会近畿支部学術総会（京都）において発表しました。
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